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1. まえがき 

中国政府は長年にわたり電気通信業界に対する規制

政策を実施し，中国の通信事業市場は独占市場となって

いた．近年，政府の規制は緩和されて閉鎖から開放へ移

行し，通信事業市場は独占市場から寡占市場へと進化し

た．本稿は，中国の移動体通信事業者が独自戦略により

行った競争プロセスを調査し，それをゲーム理論に基づ

いてモデル化する． 

2. 中国通信市場の歴史 

中国通信市場の歴史を表1に示す．2009年から3Gの免

許が交付され，中国移動，中国聯通，中国電信はそれぞ

れTD-SDMA，CDMA，WCDMA技術を採用した．TD-

SCDMAは中国自身が開発した技術仕様であり，中国政

府はTD-SCDMAを普及させるために，市場シェアが高い

中国移動にTD-SCDMAの免許を与えた．TD-SCDMAは

新しく開発された技術であり，WCDMAやCDMA2000よ

り未熟なところが多かったため，中国移動の市場シェア

が下がる時期があった．しかし，TD-SCDMAの普及はそ

れ以降の中国自身による4G技術，5G技術の開発に繋が

った．2013年に4Gの免許が交付された．中国移動はTD-

SCDMAに投資したため，TD-LTEネットワークの建設が

早い段階で始まり，中国移動のシェアが回復した． 
 

表1 中国通信市場の歴史 

年 通信事業者 市場特徴 政府の規制 

1949~1994 中国電信総局 1社独占 
政府と企業の統合

体制 

1994~1998 
中国聯通， 

中国電信総局 
2社寡占 

政府が新たな競争

(聯通)を導入 

1998~2008 

中国移動通信，中国鉄

通，中国衛通，中国電

信，中国聯通，中国網通 

6社寡占 政府と企業の分離 

2008~ 
中国移動，中国電信，

中国聯通 
3社寡占 

政府の規制が緩

和，規制対象は市

場に移行 

 
3. 中国移動体通信市場の現状 

現在の中国の移動体通信は，中国聯通，中国移動，中

国電信の3社寡占である．図1に示すように，2018年には

中国移動は老舗として圧倒的なシェアをもっている．ま

た，現在の市場の問題点は，この3社の同質化戦略の傾

向である．以前の2G時代と3G時代はまだ通信市場が発

展段階のため，同質化問題はなかったが，最近はインタ

ーネット企業とスマートフォン企業の発展により，通信

事業者はただのパイプとなっている．図2にから，近年

では通信業務が激増している割に通信事業者の収入が

低迷していることが分かる． 

図1 2018年中国3大事業者のユーザ総数及び売上高 
 

図2 通信業務の増加率及び収入の増加率(%) 
 

 4．合理的な豚による市場開拓のゲーム理論モデル 

ゲームのプレーヤは大手通信事業者A（中国移動）と

新規参入通信事業者B(中国聯通)，C(中国電信)である．

AはB，Cより資金力，営業力がはるかに優れているため，

Aを大きい豚と仮定し，B，Cを小さい豚と仮定すること

ができる[1]．また，新しい市場領域の開拓，いわゆる新

しい製品，サービスを開発するのは常にリスクを抱えて

いる。B，Cは自ら市場開拓するか，それとも，Aの開拓

行動を待つ．新規市場が育った後にAの新しい製品，サ

ービスを真似し，政府の非対称規制による低価格で市場

のシェアを奪うかを検討する必要がある．したがって，

A，BとCの3社の戦略は，（市場開拓，真似)である． 

5．むすび 

中国通信事業者の歴史及び現状の調査を行い，市場開

拓のゲーム理論モデルの定義(プレーヤ，戦略)を検討し

た．今後の課題は，歴史及び現状に基づいて詳細なゲー

ム理論モデルを構築し，解を求めて中国の移動体通信市

場を分析することである． 
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